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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係        

従来、スーパーコンピュータは物理シミュレーシ

ョンなどの数値計算等に使用されてきたが、近年

では大規模グラフ処理も重要なアプリケーション

となりつつある。そのような中で、スーパーコン

ピュータのグラフ処理性能を測る、Graph 500 と

いう新しいベンチマーク登場し、注目を集めてい

る。Graph 500は、スーパーコンピュータ上での大

規模グラフ処理の性能を順位付けしたものであり、

1 秒間に辿るグラフのエッジ（枝）数を示す

TEPS(Traversed Edges Per Second)と呼ばれる指

標が用いられている。具体的にはウェブ検索やソ

ーシャルネットワーク、高度道路交通システム

(ITS)など、情報化社会のインフラにおいて非常に

重要かつ身近な分野での応用が期待できる。本研

究では我々グループで大きな性能改善を行った 

Graph 500 に対する実装を大規模に実行して、実

装の有効性検証や RICC のスーパーコンピュータ

の性能測定を行う。 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

予備的な使用のみで、大規模な利用は無し。 

 

３． 利用がなかった場合の理由 

Graph500 に関する予備的な実験によって、１ノ

ード内でのメモリ不足等の理由から所定の性能

目標を達成出来ないことが明らかとなったので、

大規模な利用を行わなかった。 
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